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平成３０年度太宰府西中学校 ブロックコミュニティ・スクール設置要項

H30.2.16 ３校（太西中･水城西小･太西小）校長会
○ 平成２８年度「市ＢＣＳ推進の手引き（５月改訂）」及び平成２９年度の総括に基づき、以下のと

おり「平成３０年度設置要項」を取り決め、実践の拡散・発展を図るものとする。

１ 主 旨

太宰府市教育委員会が推進する「小中連携を活かした中学校ブロックコミュニティ・スクール」につ

いて、３校（太宰府西中・水城西小・太宰府西小）学校運営協議会の取組の拡充、発展、深化を期する

ため、平成２８年度発足「西中ブロックコミュニティ・スクール」を継続・発展させる。

また、これまで本市が重点研究課題として推進してきた「小中連携」（小小連携）を取組の重点とし

て組み込むものとする。

２ 経緯及び重点課題の設定と共育目標・組織の名称

３校の運営協議会は、それぞれの学校・地域の特色や児童・生徒の実態等からコミュニティ・スクー

ルを推進し、一定の成果を上げている。また、平成２７年６月２０日学校経営者会議で「共育目標・め

ざす児童生徒像・ブロック重点目標」の原案が作成され、平成２７年８月１９日ＣＳ３校合同研修会に

て、学校・家庭・地域の各意見を生かし、ブロック重点目標として「あいさつの励行」と「感謝する心

の発揚」が定められた。更に、平成２９年８月２日西中ブロック学校運営協議会にて、「ブロック重点

目標」に「学習意欲の向上」を付加した。

なお、取組の拡充、発展、深化については、市による地域コーディネーターの位置づけや予算、各学

校運営協議会の進捗状況等の諸条件に合わせて、無理のない範囲でかつ積極的に行うものとする。

＜名 称＞

太宰府西中学校ブロックコミュニティ・スクール

※略称…西中ブロックコミュニティ・スクール、西中ブロックＣＳ、西中ＢＣＳ

＜共育目標＞

「自ら学び、心豊かに、たくましく生きる子どもの育成」

＜めざす児童生徒像＞

○「に」っこり、あいさつができる子ども

○「し」っかり、学習ができる子ども

＜ブロック重点目標＞

○あいさつの励行…大人も子どももお互いにあいさつをしよう！

○感謝する心の発揚…お世話になっている人たちに感謝しよう！

○学習意欲の向上…学力向上に向けて努力を積み重ねよう！

３ 組織・全体構想

最上位に「西中ブロック学校運営協議会」を置き３校の連携・協働を図るが、その間に、連絡・調整、

具現化・実践化等を図る「西中ブロック協働本部（事務局会）」を置き、３校の学校運営協議会がスム

ーズに実践できるようにする。

（１）太宰府西中学校ブロックコミュニティ・スクール全体構想図 /※別紙参照
○ ３校の各特色と、３校の「連携・協働」及び「小中連携・小小連携」をイメージして表示

○ 「全体構想」と「組織図」と「実践」までを１枚で表示

（２）西中ブロック学校運営協議会

＜協議会員＞

○ 各学校運営協議会の委員…計４５～６０名

○ 各校の地域コーディネーター…計３名
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＜役割（業務内容）＞

１ ブロックコミュニティ・スクール全体の組織運営、構想づくり、事業の企画・運営、評価等に

関すること

２ 三者（３つの学校運営協議会）の連携・協働、及び、渉外に関すること

３ 三者（学校・家庭・地域）の連携・協働、及び、渉外に関すること

（３）西中ブロック協働本部（事務局会）

＜部会員＞

○ 各校の地域コーディネーター…計３名

○ 各学校のＣＳ担当者 及び 校長が推薦する者…計３名～

※ ３校の教頭会及び地域コーディネーターが実働の指導・支援にあたる。

＜役割（業務内容）＞

１ 西中ブロック学校運営協議会の庶務・会計、連絡・調整に関すること

２ 西中ブロック学校運営協議会が示す構想や企画の具現化・実践化に関すこと

３ 三者（学校・家庭・地域）の「ひと・もの・こと」を生かした事業の企画立案と実践化に関す

ること

４ 平成２９年度の総括 ※ H30.2.6 西中ブロック協働本部（事務局会）から

２月６日に西中ブロック協働本部（事務局会）を開催し、平成２９年度の取り組みのまとめと次年
度に向けての改善点を話し合った。

１ 平成２９年度に実践できたこと
＜にしの日・あいさつＤＡＹ＞
本年度は、４月２４日（月）、５月２４日（水）、１０月２４日（火）、１１月２４日（金）、１月

２４日（水）の５回の実施をした。７：４５～８：００
【太宰府西小】
◯ ＰＴＡからの発信で家庭や地域へのお知らせのプリント配布。
◯ 地域へは、公民館へのポスター掲示等での啓発。
◯ 児童計画委員会の５，６年生と校長と教諭が門の内側に並んで挨拶運動を行った。

【水城西小】
◯ にしの日に合わせて、あいさつを明るく元気に行うよう先生方を通して呼びかけた。
◯ 今後は相手や場に合わせて気持ちのよいあいさつが互いにできるように各クラスで指導をして
いく。

【太宰府西中】
◯ 教諭と生徒が正門の外側に並んで挨拶運動を行った。生徒会活動の一環として行った。同時に
ピックアップ登校（登校中にゴミをひろう）を行い、地域の美化活動を行った。

◯ 生徒会・部活動の取り組みとして「立礼」をすすめていくことを、生徒総会にて確認した。

写真１ 門の内側の挨拶運動（４月） 写真２ 保護者・地域の方々（10 月） 写真３ 西中の生徒と教師（１月）

＜感謝表現活動＞
【太宰府西小】
◯ 児童栽培委員会が球根を植えてから育てたチューリップを、校区
内にある 8つの自治会に贈呈した。日頃、様々な支援をいただいて
いることに対する感謝の気持ちを込めて、全校児童を代表して栽培
委員会の 5，6年生が各地区の自治会長へ手渡しをした。

写真４ 贈呈の様子
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【水城西小】
◯全校としての取り組み

地域の方を中心に６０名以上の方を招待し、各教室にて子どもたちとふれあいながら給食時間
を過ごした。

◯学年ごとの取り組みについて
・４年生 総合学習にて２分の１成人式
・６年生 ６年生感謝の会

◯街角コンサート
子どもたちが地域の公園を回りながら、歌などを披露し、地域の方々へ日ごろの感謝の気持ち

を表した。
【太宰府西中】
◯ 大佐野川清掃が、雨で中止になったので、地域清掃活動を行った。
◯ 夏祭りに、約１５０名が地域ボランティアとして参加することができた。
◯ 餅つき大会に、約８０名が地域ボランティアとして参加することができた。
◯ にしの日に、ピックアップ登校（登校時にゴミ拾いをする）を行った。

写真５ 地域清掃 写真６ 夏祭りボランティア 写真７ ピックアップ登校

＜学力向上にかかわる実践・授業交流 等＞
○３校合同研修会… 夏季休業中にとびうめアリーナで、授業づくりに係る研修会を実施した。講

演の内容をもとに、校内研修も実施した。
○出前授業の実施…太宰府西小－外国語の授業（2月 16日に実施）

水城西小－数学の授業（2月 28日に実施）
【太宰府西小】
○家庭学習強調週間… 中学校の定期考査の期間と合わせて、がんばりカードを使って、家庭学習

についての自己評価をし、集約をした。
【水城西小】
◯６年生 算数復習タイム 計３回 ３時間 中学校に向けての基礎基本の学力保障。
◯５年生チャレンジアップ 計４回 ４時間 学テ問題を通して活用力を身につけた。
◯４・５・６年算数復習タイム 計３回 ３時間 算数での既習内容の復習。
◯家庭学習強化週間 中学校の定期考査に合わせて家庭学習の習慣化のための呼びかけ。

【太宰府西中】
○ 人権･同和教育における人権学習や人間関係づくりに関する授業

の相互参観や研究を進められた。

◯スタディタイム… 定期考査前に、地域の方の協力を得て、学習

会を行った。

２ 成果・課題 写真８ スタディタイム
＜成 果＞
【太宰府西小】
○ にしの日が保護者や地域の方々に広がっている。地域挨拶デーとしての意識が高まっている。
○ 地域の方々に支援をいただいた後、お礼の手紙などをお渡しするなどの感謝の気持ちも伝えて
いる。

【水城西小】
◯ 感謝表現活動では、「ふれあい給食」や「街角コンサート」などで子どもたちが地域の方々と
ふれ合うことによって、感謝の気持ちを具体的な行為で表すことの大切さを感じさせることがで
きた。

【太宰府西中】
◯ コミュニティ・スクールの運営が、学校運営協議会を中心に軌道に載っており、「にしの日」
挨拶運動・ピックアップ登校や生徒の地域行事参加等、一定の取組が有意義に実践できている。

◯ 教職員・ＰＴＡ・地域にコミュニティ・スクールを推進しようとする意識が芽生えてきた。
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◯ 全国・学力学習状況調査や学校評価において、生徒の郷土愛やボランティア意識が伸びている
結果が出ている。
全国・学力学習状況調査：（質問４５）地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか。

＜課 題＞
【太宰府西小】
● 挨拶運動などが活性化しているので、子どもたちの挨拶も元気にしていきたい。

【水城西小】
● 「街角コンサート」は、指導時間の軽減や他の行事との内容の重複などの点から、見直しを行
う必要がある。

【太宰府西中】
● 一定の取組で成果は出ているが、より価値の高い取組になるよう「ソフト面」（取組内容・取
組方法）の充実を工夫していく必要がある。

３ 次年度に向けての改善点
＜内容面＞
【太宰府西小】
◯ 地域コーディネーターとの打合せをさらに密にして、地域への呼びかけを広げる。

【水城西小】
◯ 毎年同じことを繰り返していくのではなく、発展的に内容を変えていったり、十分にできてい
ることについては、なくしていったりなどの取り組みの深化・統合が必要である。

【太宰府西中】
○ いじめ・不登校対策を、小中・地域・家庭が連携して行う。

＜組織運営面＞
【太宰府西小】
◯ 組織的に取組の改善を図れるようにしていきたい。

【水城西小】
◯ 特にコミュニティの独自の組織はない。校務分掌と兼ねながら、負担のないようにする。

【太宰府西中】
○ 組織を改善し、さらなる実働化を図る。

５ 平成３０年度に向けての修正

○ 「共育目標」及び「ブロック重点目標」、「本年度の総括」を受け、「全体構想図」の＜実践＞に

次のように付加・修正を行う。

４ 学力向上及び人間関係づくりに係る実践 ※一部予定

・授業づくりに係る３校合同研修会 ・授業交流(教科･人間関係づくり･人権教育等､お互いの授業参観) ・出前授業

・いじめ・不登校問題への対応 ・生徒会による児童への学校説明

・家庭学習「重点期間」設定（３校同一）

６ 基本的なスケジュール ※運営サイクルの目安

４月 ３校校長(新)による本案「設置要項」の審議 ※前年度に基づいて実践は継続中とする。

５～７月 ３校、各々の学校運営協議会での本案「設置要項」審議

８月 西中ブロック学校運営協議会（第１回）…「設置要項」の承認・決定

９～１月 実践の拡充、発展、深化等、充実期

１～２月 西中ブロック協働本部会の開催…年度の総括

２～３月 ３校校長による本案「設置要項」審議・原案づくり


